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矯正治療は矯正装置装着後，矯正装置の形態あるいは

口腔衛生の難しさにより常にう蝕や歯肉炎を引き起こす

可能性が高い．さらに矯正用ブラケットの接着に用いら

れるダイレクトボンディング法はリン酸による歯面の脱

灰を必要とする．エナメル質をリン酸でエッチングする

ことで接着阻害因子を除去し，５から５０マイクロメートル

の多孔質層を作る．カリエスリスクを軽減するという観

点から考えると，エナメル質の脱灰は回避したい処置で

ある．

エナメル質の脱灰を避けるために様々なエッチング法

が考案されている．そこで今回は，セルフエッチング剤

に口腔内組織を健全化できるバイオアクティブな予防効

果を併せもつ歯面コーティング材，“PRGバリアコート”

を紹介する（図１）．

プライマーにはホスホン酸系接着モノマーが配合され

（図１a），リン酸エッチングのようなエナメル質への極

度な脱灰（凹凸面の形成）を伴わず，エナメル質中のカ

ルシウム（Ca）とキレート結合するホスホン酸基，光

照射によりペーストと重合する重合基を有し，接着性を

実現する．

ベースには（図１b），S−PRGフィラー（多機能性ガ

ラス）が配合されグラスアイオノマーセメントと同様の

「フッ素リリース＆リチャージ能」を有している．これ

らの機能は口腔内のフッ素濃度に応じて可逆的に起こ

り，いわゆるフッ素蓄電池様の働きをする．S−PRGフ

ィラーは，フッ化物を含む６種類のイオンをリリース

し，その効果についても報告がされている１～２）（図２）．

“PRGバリアコート”は，う蝕リスクが高くなる矯正

治療中の患者さんに対し口腔内環境の健全化に寄与でき

る材料と考えられた．しかしながらセルフエッチングと

いう点から接着強さに関してはブラケット脱落と相関が

あり今後さらなる改良が望まれる．
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